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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成23年8月11日(2011.8.11)

【公開番号】特開2010-33889(P2010-33889A)
【公開日】平成22年2月12日(2010.2.12)
【年通号数】公開・登録公報2010-006
【出願番号】特願2008-194951(P2008-194951)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  31/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｂ  13/00    ５０３Ｚ
   Ｃ０１Ｂ  31/02    １０１Ｆ
   Ｃ０９Ｄ   5/24    　　　　
   Ｈ０１Ｂ   1/20    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月29日(2011.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　酸性基（ａ）を有する水溶性導電性ポリマー（Ａ）、ナノ炭素材料（Ｂ）及び溶媒（Ｃ
）を含有するナノ炭素材料含有組成物を、基材の少なくとも一方の面上に塗工して塗膜を
形成する塗膜形成工程と、
該塗膜形成工程の後に、前記酸性基（ａ）が脱離するように下記（１）～（４）の何れか
一つの加熱処理条件で前記塗膜を加熱する脱離工程、とを含む耐水性導電体の製造方法。
加熱処理条件（１）：１５０℃以上２００℃未満の温度範囲にて１０分以上加熱
加熱処理条件（２）：２００℃以上２３０℃未満の温度範囲にて５分以上加熱
加熱処理条件（３）：２３０℃以上２６０℃未満の温度範囲にて４０秒以上加熱
加熱処理条件（４）：２６０℃以上５００℃未満の温度範囲にて１０秒以上加熱
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の耐水性導電体の製造方法は、酸性基（ａ）を有する水溶性導電性ポリマー（Ａ
）、ナノ炭素材料（Ｂ）及び溶媒（Ｃ）を含有するナノ炭素材料含有組成物を、基材の少
なくとも一方の面上に塗工して塗膜を形成する塗膜形成工程と、
該塗膜形成工程の後に、前記酸性基（ａ）が脱離するように下記（１）～（４）の何れか
一つの加熱処理条件で前記塗膜を加熱する脱離工程、とを含む方法である。
加熱処理条件（１）：１５０℃以上２００℃未満の温度範囲にて１０分以上加熱
加熱処理条件（２）：２００℃以上２３０℃未満の温度範囲にて５分以上加熱
加熱処理条件（３）：２３０℃以上２６０℃未満の温度範囲にて４０秒以上加熱
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加熱処理条件（４）：２６０℃以上５００℃未満の温度範囲にて１０秒以上加熱
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